
 

 

 

 

 

福島原発事故から６年、事故は収束していない 
 福島原発事故が起こって 6年を迎えましたが、避難者はいまだ

に 10 万人ほどいると言われています。3 月 31 日をもって新たに

浪江町、富岡町、飯舘村が避難指示解除されましたが、まだ多く

の地域が帰還困難地区で残っています（右図）。また解除された

地域でも、国の基準は放射能被曝量が「年間 20 ミリシーベルト以

下」となっているため、健康の不安が多く、特に子育て世代の帰還

が少なくなっています。一般の人が平常時に受ける放射線の被曝

量は年間 1ミリシーベルト以下が望ましいとされ、また一般の人の

立入が禁止される放射線管理区域は毎時 0.6 マイクロシーベルト

（年間 5 ミリシーベルト程度）となっており、現在の国の基準は健

康上心配があります。特に乳幼児や成長の子どもに対しては成

人以上に強く影響を受けると考えられるため、より心配です。 

放射能汚染地域では除染作業が行われ、汚染レベルが下がっ

ていますが、問題は多く残っています。一つは除染のあり方です。

二つは除染した廃棄物の処理の問題です。 

除染される区域は住居とその周辺 20 メートルの範囲、畑

とその周辺 20 メートルの範囲、道路と道路の周辺 20 メート

ルの範囲までで、森林地域は原則除染しません。除染は原

則 1回のため、放射能汚染物質は風や雨水などで移動する

ことになります。一方、コンクリートでは放射性物質が結合し、

表面を削っても除去は難しいようです。昨年 7月に浪江町駅

前を視察し、除染後の駅前のコンクリート製の歩道を簡易測

定したところ、毎時 2.5 マイクロシーベルトでした。除染後も

不安を持つ方が多いのも理解されます。 

除染後の処理の問題です。大量に出た汚染物質は処理

が進まず、今も山積みにされている状態が続いています。

中間貯蔵施設の予定地が大熊町と楢葉町にまたがる地域に決まりましたが、まだ目途は立っていません。また、これまで

汚染土壌については加熱処理などして、放射性物質を気化して放射性物質を減らしたものを堤防や道路の材料に再利用

する計画が進められており、これも問題があります。 

 



原発をやめて安心の社会を 玄海原発は廃炉に！ 

 チェルノブイリ原発事故は1986年に起こりましたが、

いまだに住めない地域が広くあり、健康被害も続い

ています。福島原発事故でもまだ収束の見通しはな

く、福島県の子どもの甲状腺ガンは 184 人を超えて

います。いまだに 10 万人もの方が避難生活を強い

られ、帰還困難地区が残っています。 

福岡市は玄海原発から 37kmから 60kmの範囲に

あり、飯舘村と同じような位置にあります。万が一に

も原発事故が起これば、たちまち私たちの生活のす

べてが奪われ、長期にわたり健康被害を心配しなけ

ればなりません。 

玄海原発が再稼働すれば、私たちはいつも原発

事故を心配しながら生活をしなければなりません。し

かも事故を想定した避難計画をつくる必要がありますが、十分な避難計画にはなっていません。福岡市の避難計画は事故

が起これば原則「屋内退避」です。放射能の雲が通り過ぎるまで屋内にいて、隙間を目張りし、換気扇を止めて外出しない

というような計画です。また天候によっては雨で放射性物質が降下し、ホットスポットという汚染地帯になります。そのような

ときは直ちに他の地区へ避難しなければなりませんが、2 次避難の計画はありません。被曝による甲状腺ガンを防ぐため

の安定ヨウ素剤についても、50 キロ圏内の 52 万人分を用意する計画しかありませんが、全市民および市外からの来訪者

分（通勤・通学・観光など）あわせて 200万人分は用意すべきです。安定ヨウ素剤は 1粒 6円弱、200万人分でも 1200万円

程度です。いまの避難計画は「事故は起こらない」ことを前提にした計画で、不十分な計画と言わざるをえません。 

自然災害は防ぐことはできませんが、人災は防ぐことができます。原発は動かさなければ事故は起こり

ません。電気は足りています。原発を動かす理由は九電の利益のためで、私たちが一方的にリスクを負わ

されています。国と九電による「住民説明会」が隣の糸島市では開催されましたが、福岡市では開催され

ていません。コストは新電力を含めた国民全体で負担する方針となっており、決して原発は「安い電気」

でないことも明らかです。原発再稼働はさせない。廃炉にすべきです。福岡市に対して、玄海原発の廃炉

と「住民説明会」の開催を求めていきましょう。 

 

 

私の事務所の電気の契約を九電から、再生可能エネルギーに力を入れている新電力「みやまスマートエネルギー」に切
り替えました。手続きは簡単です。メーターの「スマートメーター」への交換も、新電力に申し込めば自動的に交換し
てくれます。立ち合いも工事代も不要です。九電への解約手続きも新電力がしてくれます。ぜひ皆さんも切り替えを検
討されてみませんか？ 


